令和２年度授業改善プラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野区立上鷺宮小学校

１　　全体計画









２　各教科における授業改善プラン

（１）国語科

	国語科の重点

・語彙を豊かにする

　｢意味を理解している語句の数を増やすこと｣｢話や文章の中で使いこなせる語句を増やすこと｣など語句と語句との関係、語句の構成や変化などへの理解を通して、語句の意味や使い方に対する認識を深め、語彙の質を高める。

・情報の整理、情報と情報との関係を捉える

　話や文章に含まれている情報を取り出して整理し、情報と情報の関係を捉えて理解したり、自分のもつ情報と情報との関係を明確にして話や文章で表現したりする。

・考えの共有と形成

　文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、互いの考えを認め合ったり、比較して違いに気付いたりすることを通して、自分の考えを広げたり、まとめたりする。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	１年
	・文章を読むことに慣れておらず、読むことに精一杯になってしまい、内容を理解することを苦手とする児童がいる。

・場に応じて声の大きさや速さなどの話し方を工夫する、友達の話をよく聞いて質問や感想を伝えるなどして話し合いをつなげたりすることができる児童は少ない。

・長音・拗音，促音，撥音などの表記や、助詞の“は・を・へ”の使い方について理解がまだ定着していない児童が多く見られる。
	
	・ひらがなやカタカナの読み書きに個人差が大きい。

・文章を読む機会が少ないため、単語や文のまとまりとして捉えることができていない。

・長音・拗音・促音・撥音　　　　

　など、読むことはできていても、書くことは難しい児童が多い。


	
	・読み聞かせをしたり、発表を聞く場面を増やしたりする活動を通して、人の話を聞く態度を身に付けさせる。

・１対１やグループでの話し合いを通して、自分の意見の伝え方や友達の発表を聞くときのポイントなどを指導していく。

・拗音、促音、撥音などは、日常生活科の中でも繰り返し使い定着を図る。また、文章の指導の際は、モデル文など、表現の仕方を提示する。絵日記や短作文など、自分の考えや経験したことを文章に表現する機会を取り入れる。

	２年
	・文章の書き出しに時間のかかる児童がいる。また、書く量や内容には個人差がある。漢字の書き取りや言葉の知識にも個人差が大きい。
	
	・基礎的な知識や技能の定着に差がある。

・書く活動に抵抗を感じる児童も多く、書いた文章を読み返しても、間違いに気づけないことが多い。
	
	・児童の興味・関心が引きつけられるように授業の流れを工夫する。

・文章の組み立てメモなどを活用し、スモールステップで抵抗なく、どの児童も主体的に学ぶことができるような授業展開にしていく。

	３年
	・感じたことや思ったこと、考えたことなどを、簡潔な文章で表現する。

・整った字形で書くことができる児童が多い。

・漢字の書き取りについて、個人差が大きい。
・説明や指示の目的から逸れた行動を行うことがある。
	
	・語彙が少なく、感じたことや思ったこと、考えたことなどを詳しく文章にすることについて個人差が大きい。
・話を最後まで聞いたり、大切な内容を落とさず聞いたりすることについて個人差が大きい。
	
	・語彙が増えるように、物語文や説明文の読み取りの学習において、折に触れて言葉の意味を確認したり、様々な表現方法について取り上げたりする。

・友達の発表を聞き、その内容を記録するような学習活動を設ける。

	４年
	・事柄の順序を考えながら話す力や、大事なことを落とさないように聞く力は十分でない。

・文章の書き出しに時間のかかる児童がいる。
・感想文などの長い文章を書く活動では、「はじめ・中・終わり」の構成をうまく組み立てられない児童が多い。
	
	・表現力が低い。

・相手の意図を考えながら聞いていない。

・語彙が豊かではないので、文章の書き出しに時間がかかってしまう。

・「はじめ・中・終わり」のそれぞれの段落で何を書けばよいのか、理解できていない。
	
	・目的意識をもち、相手に伝わるような話し方を身に付けさせるようにする。また、話し手が発表をする際に、相手の意図を考えながら聞き、自分との共通点や差異点をメモする活動を取り入れる。
・語彙を豊かにするために、話し合いなどを取り入れながら、登場人物の様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やす。

・構成メモや、下書きを授業で必ず取り入れ、清書をする前に、推敲する活動を取り入れる。

	５年
	・物語文・説明文をはじめとする文章の読み取りが得意な児童が多い。

・「話す・聞く」活動では、道筋を立てて話すことや相手の意図を捉えて話を聞くことに対して苦手な児童が多い。
	
	・「話す・聞く」活動では、目的や内容に応じて話したり、聞いたりすることに対して個人差がある。

・既習の漢字や熟語の定着が不十分である。
	
	・「話す・聞く」活動では、相手や目的に応じて、道筋を立てて話すことや話の中心に気を付けて聞くことを意識させる。

・「言語理解」においては、漢字の読み書きなど繰り返し、指導するとともに、課題の細かな添削・見直しの徹底を図る。

	６年
	・読書習慣が身に付いている児童が多く、集中して読書ができる。

・漢字の書き取りや言葉の知識は個人差が大きい。
	
	・基礎的な知識や技能の定着に差がある。

・文章の書き出しに時間のかかる児童や、書いた文章を読み返しても間違いに気づけない児童が多い。
	
	・家庭学習で分からない言葉の意味を調べる習慣を身に付けさせ、正しく使えるようにその都度指導する。

・「書く」活動の前には、見本文を丁寧に読み取らせ、文章の構成例、使いたい表現等を掴ませる。具体的に表現することができているか、文章の構成を考えられているかなど十分に推敲させる。


（２）社会科

	社会科の重点

・社会的事象の見方・考え方に触れる

　「位置や空間的な広がり」「時期や時間の経過」「事象や人々の相関関係」などに着目して社会的事象を捉え、比較・分類・総合することで地域の人々や国民の生活と関連付ける。

・これからの自分の生き方について考える

　持続可能な社会をつくる一員として、社会への関わり方を選択・判断する。

・主体的・対話的で深い学び

　課題を把握して、その解決への学習の見通しをもって取り組むことができるようにする。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	３年
	・初めての社会科の学習に興味をもち、意欲的に学習している。

・学習問題を解決するために必要な情報を精選して資料から選び抜いてくることが難しい。

・調べたことをもとに、学習問題に対する考察を考えることが難しい。
	
	・空間的な視点をはたらかせて資料を読み取ることについて、個人差が大きい。

・体験したことや調べたことを比較したり、関連付けたりして、自分の考えをもつことについて、個人差が大きい。
	
	・資料を読み取る際に、どのような視点をもつとよいかを明確にしてから学習活動を行う。

・学習問題に対して分かったことや気付いたこと、考えたことを学習の振り返りとして書く活動を繰り返し行う。

	４年
	・身近な社会の様子に興味をもって意欲的に学習に取り組んでいる。

・学習問題や学習計画を立てるなど、問題解決的な学習の流れで進めることができる。
	
	・四方位や都道府県の位置などの基礎的な知識の定着に差がある。

・調査や体験的な活動が設定しずらく、社会を支える一員としての自覚をもちにくい。
	
	・地図などを意識的に活用し、得た知識を活用して考えたり表現したりする学習を増やす。

・ＩＣＴなどを活用した授業を行う。

	５年
	・日本の地形や気候の特徴や産業について興味をもって学習に取り組んでいる。

・資料やグラフの読み取りの経験が乏しく、複数の情報を読み取ることが苦手な児童が多い。
	
	・世界の大陸や海洋、日本の地形などの基礎的な知識の定着に差がある。

・資料やグラフの情報を正しく読み取り、活用することに時間がかかる。
	
	・基礎的な知識の定着を図るため、繰り返し指導するとともに、定期的に習熟を確認する。

・資料やグラフの読み取り方を確認してから読み取らせ、全体でその都度指導を行う。

	６年
	・社会科の問題解決型の学習過程は児童の中で定着している。

・社会科の授業には意欲的に取り組み、資料から気付いたことを活発に発言する児童が多い。
	
	・思いついたことを発言する児童が多い反面、一つの事象を多面的に捉えたり、事実の意味を深く考えたりすることに課題がある。

・グラフや文章の資料から正しく読み取る力には個人差がある。
	
	・調べたことや考えたことを子供たち同士で交流し合う場面を設定し、自分の考えをもったり、それをわかりやすく説明したりする機会を増やす。

・資料の見方やグラフの読み取り方を確認してから読み取らせ、全体でその都度指導する。


（３）算数科

	算数科の重点

・数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を習得できるようにする。

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数理的に処理する技能を身に付ける。

・問題を解決するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等を育む。

日常の事象を見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし考察する力、数学的な表現を用いて事象目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。

・数学的に考える資質・能力を育成する。

算数と日常生活との関連についての理解を深め、主体的に生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程や結果を評価・改善しようとしたりする態度を養う。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	１年
	・「たし算」や「ひき算」など基礎的な計算の仕方は理解している児童が多いが、具体物がないと解答できない児童もおり、個人差が大きい。

・文章問題を解く際、文章の意味がわからなくて立式ができなかったり答え方を間違えたりする児童がいる。
	
	・10の合成、分解の際、指やブロックを使わないと答えを求めることができない児童がいる。

・数の概念がしっかり身についておらず、個別指導が必要な児童がいる。
	
	・児童の実態に合った習熟度別のコース分けを行い個に応じた指導を適切に行えるようにする。

・視覚的資料や電子黒板を活用して、児童が意欲をもち集中して取り組めるような授業を行う。

・文章問題を解く際には文章と絵や図を結び付けて考え、問題の意味を理解させるようにする。

・児童の考えに沿い、解答に至る過程を重視した指導を行う。

	２年
	・数と計算の領域は、おおよそ習得しているが、問題を解く速さには差がある。

・活用問題になると、問題の意図が読み取れない児童が多い。


	
	・数と計算の領域では、活用問題になると、問題の意図を読み取れない。

・課題に対して自分の考えをもつことができない児童がいる。

・数や量の感覚が身についていない児童がいる。
	
	・少人数指導を生かし、習熟度別に児童の実態に合わせた課題提示や授業展開を行う。

・図や絵や具体物を活用することで、具体的な場面を想像して問題に取り組ませるようにする。

・文章問題では、児童の考えに沿い、解答に至る過程を重視した指導を行う。

	３年
	・進んで問題に取り組む児童は多いが、自分の考えを持って意見を発表できる児童は少ない。
・基礎的・基本的な知識・技能を習得している児童が多いが、活用問題になると解くことのできない児童が多い。

・学習内容の定着には個人差がある。
	
	・授業場面で、主体的に自分の考えを持ったり友達の意見を取り入れたりできていない児童がいる。
・問題場面の把握が十分にできるようにする。

・個別支援が必要な児童を把握し、支援を行う必要がある。
	
	・既習内容を十分に生かすことができるような助言をしたり、友達と話し合いをする時間を確保したりする。

・必要に応じて場面を視覚的に示したり、どのような場面か児童に説明させたりして問題場面のイメージ化を図る。

・少人数指導を生かし、習熟度別に児童の実態に合わせた課題提示や授業展開を行う。

	４年
	・学習意欲が高く、自分の考えを積極的に発表できる児童が多いが、算数に苦手意識をもっており基礎が定着していない児童が数名いる。

・自分の考えをまとめたり、友達の考えを聞いて深めたりする力が不十分な児童は少なくない。
	
	・個別支援が必要な児童を把握し、支援を行う必要がある。
・授業で、主体的に考えが深められる場面を十分にとる必要がある。
	
	・少人数指導を生かし、習熟度別に児童の実態に合わせた課題提示や授業展開を行う。
・自分の考えをまとめたり、友達の考えを聞いて深めたりできるよう授業の進め方を工夫する。

	５年
	・学習意欲が高く進んで発表したり問題に取り組んだりする児童と、算数に苦手意識をもち主体的に学習に参加することが難しい児童がいる。

・計算など、前学年に学習したことが定着していない児童が多い。

・文章問題や活用問題の場面において正しく立式できない児童が多い。
	
	・主体的に学習に参加している児童とそうでない児童で学力差が開いてしまっている。
・反復や復習などをより丁寧に行えるようにする。

・問題場面の把握が十分にできるようにする。
	
	・少人数指導を生かし、習熟度別に児童の実態に合わせた課題提示や授業展開を行う。

・理解が不十分な児童には、個別指導を行い、算数の基礎・基本の習熟を図る。

・計算の意味や計算の仕方を言葉、数、式、図を用いたりして考え、筋道を立てて自分の考えを説明する活動を取り入れる。

	６年
	・基礎・基本が身に付いている児童が多いが、前学年に学習したことが定着しておらず身に付いていない児童もいる。

・式の意味を説明したり文章問題を読み解いたりすることを苦手としている児童がいる。
	
	・個別支援が必要な児童がいる。

・文章を読み取ったり数直線をもとに、立式することが苦手な児童がいる。
	
	・少人数指導を生かし、必要な児童には個別指導を行い、基礎・基本の定着を図る。

・数直線を使った問題場面の読み取りができるようにする。またただ答えを求めるだけでなく、答えに至るまでの考え方も重視した指導を行っていく。



（４）理科

	理科の重点

・自然の事物・現象についての理解や観察、実験などに関する基本的な技能を習得できるようにする。

・問題解決の力を育てるために、理科の「見方・考え方」のうち、特に「考え方」について、各学年で問題解決の各過程に沿って段階的に指導をする。

A　３年生では、主に問題設定の場面において、共通点や差異点を考え、問題を見いだす力を養う。

B　４年生では、主に予想・仮説の設定の場面において、既習事項や生活経験と関連付けて考える力を養う。

C　５年生では、主に検証計画を立案する場面において、条件を制御して考える力を養う。

D　６年生では、主に考察・結論を導き出す場面において、互いの予想・仮説を尊重したり、自分の予想・仮説を振り返ったり多面的に考え、考察できる力を養う。

・対話的な学習を通して、自分の考えを見直す力を育む。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	３年
	・児童に親しみのある身近な自然事象が多く、興味関心をもって意欲的に学習に取り組んでいる。

・自分が考えたことや感じたことを友達に伝えられるが、具体的な表現ができない児童がいる。また、友達の考えを進んで聞こうとする児童は少ない。
	
	・観察では色・形・大きさ等について記録できているが、変化を比較しながら記録できるようにする。

・気付いたことや考えたことをお互いに伝え合えるようにする。
	
	・自然の事物・現象の差異点や共通点に気付いたり、比較したりする活動を通して、科学的な見方や考え方を養う。

・自然と児童同士の気付きを交流できるような活動や、グループ活動を取り入れ、発表の機会を多く設けるとともに、友達の気付きにも注目がいくような声かえを行っていく。

	４年
	・実験や観察など様々な学習活動に意欲的に問い組む児童が多い。

・問題に対する予想（仮説）を立てて実験や観察を進めることができる。
	
	・観察では色・形・大きさ等について記録できる児童は多い。変化を比較しながら記録できる児童も昨年度に比べ増えてきている。
	
	・予想、仮説を生活経験や既習事項と関連付けて考える活動を通して科学的な見方や考え方を養う。

	５年
	・意欲的に実験や観察に取り組む児童が多い。

・自分の知っている知識や生活体験を想起し、関連付けて予想を立て、グループで協力して安全に実施することができている。
	
	・予想をたしかめるための実験計画を立案する機会が授業において少なく、実験計画を立てる経験が乏しい。

・自分の考えや予想を表現することに個人差がある。
	
	・実験計画を児童が考えられるような授業計画を立て、それをもとに学習が進められるようにする。

・グループで自分の考えや予想を発表させ、自信をもって表現できるようにする。

	６年
	・条件制御した実験を計画し、安全に実施することができる。

・自分の知っている知識や生活体験を想起し、関連付けて予想を立て、グループで協力して安全に実施することができている。
	
	・グループでの実験は、問題を自分ごととして捉られず、ただ見るだけになってしまっている場合がある。

・予想を確かめるための実験計画を立案する機会が授業において少なく、実験計画を立てる経験が乏しい。
	
	・植物や動物などの生物に関する学習では、実物をじっくり観察したり他のものと比べたりする具体的な体験を重視し、一般的な知識だけで終わらないようにする。
・導入での科学的事象に対する気付きや疑問をもとに、児童の意欲的な探求意欲をしっかりもたせた上で単元学習に入ることを意識する。その上で予想・仮説を児童が立て、考察の場面でもその予想・仮説を振り返る活動を重視する。


（５）生活科

	生活科の重点

・児童の生活圏としての学校、家庭、地域を学習の対象や場とし、そこでの児童の生活から学習を出発させ、学習したことが、学校、家庭、地域での児童の生活に生きていくようにする。

・児童が身近な人々、社会及び自然と直接関わる活動や体験を重視し、児童が自分の思いや願いを生かし、主体的に活動することができるようにする。

・児童が身近な人々、社会及び自然と直接関わる中で、それらについて気付くことができるようにするとともに、そこに映し出される自分自身や自分の生活について気付くことができるようにする。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	１年
	・好奇心旺盛で、学校探検などでは様々なことを発見するが、それをカードに表したり、友達の発表を聞いて新たな発見したりすることは難しい児童が多い。

・楽しく活動に取り組むことができるが、継続して自然を大切にしたり、自分たちの遊びを工夫したりすることができる児童は少ない。
	
	・活動を通して気付いたことや楽しかったことについて、分かりやすく表現したり、友達に伝える力が不足している。

・身近な人々やものとのかかわりに関心をもち、集団の一員として安全で適切な行動をとる力。


	
	・振り返りの際には、活動した様子の写真を提示したり、具体的なアドバイスをしたりする。

・観察カードの種類を増やし、用途に応じて様々な表現を経験させ、表現力を身に付ける。また、友達と楽しく交流できる場を設ける。

・人や社会と繰り返しかかわることを通して、それらの特徴や性質に気付かせ、自分のよさや可能性にも気付かせるようにする。

	２年
	・自然や身近な人、地域とのかかわりに関心をもち、愛着をもっている児童が多いが、かかわりが少ない人やものに対して関心が薄い児童が多い。

・自分が考えたことや感じたことを伝えたり表現したりできる児童が多い。
	
	・自分の生活に様々な人々や社会がかかわり、支えられていることに気が付いていない児童が多い。

・友達の気付きや考えを聞いて考えを深めようとすることに対して関心が薄い児童が多い。
	
	・身近な人や地域、自然と繰り返しかかわることにより、愛着を一層深め、よさや自分との関わりに気付くことができるようにする。

・自然と児童同士の気付きを交流できるような活動を取り入れ、友達の気付きにも注目がいくような声かけを行う。


（６）音楽科

	音楽科の重点

・曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現（歌唱・器楽・音楽づくり）をするために必要な基礎的な技能を身につけるようにする。

・音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。

・音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。

・表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、「思考力・判断力・表現力」「知識」「技能」に関する内容を相互に関わらせながら、一体的に育てていくことが重視される。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	１年
	・聴き取ったことを体の動きで表すなどして音楽を聴いたり、明るい歌声で歌ったりする活動に楽しく取り組む児童が多い。

・拍にのって身近な楽器に興味をもって演奏したり、リズムを体で表現したりすることができる。
	
	・楽曲の情景や歌詞の心情を感じ取り、言葉や動きで表現することに抵抗を感じる児童が少数いる。

・身近な楽器や鍵盤ハーモニカなどを演奏するための基礎的な技能に個人差が見られる。
	
	・音楽の特徴に気付くようにするため、体を動かす活動を取り入れ、聴き取ったことを話し合うなどして楽曲の楽しさやよさに気付くようにする。

・身近な楽器に触れる活動を取り入れ音を合わせて演奏する楽しさを味わうようにする。

・必要に応じて個別に鍵盤ハーモニカの補充指導を行い、技能の伸長を図る。

	２年
	・聴取したことや音楽の特徴を体の動きで表すなどして音楽を聴いたり、明るい歌声で歌う活動に進んで取り組む姿が多く見られる。
	
	・音や音楽に集中して聴くこと、曲に合う表現を理解することが難しい児童や、表したい音楽表現をするために必要な基礎的な技能が十分身に付けられていない児童が見られる。
	
	・学習内容を視覚化するなどして分かりやすく伝え、活動の手本となる児童を価値付け、繰り返し指導する。

・必要に応じて個別に器楽の補充指導を行い、技能の伸長を図る。

	３年
	・音楽の特徴に気付き、言葉で表すなどして音楽を聴いたり、明るく響きのある歌声で歌ったり、音色を合わせて演奏したりして、友だちと協力して積極的に学ぶ姿が多く見られる。
	
	・音や音楽に集中して聴くこと、曲に合う表現を理解することが難しい児童や、表したい音楽表現をするために必要な基礎的な技能が十分身に付けられていない児童が見られる。
	
	・学習内容を視覚化するなどして分かりやすく伝え、活動の手本となる児童を価値付け、繰り返し指導する。

・必要に応じて個別に器楽の補充指導を行い、技能の伸長を図る。

	４年
	・音楽の構造と曲想の関わりに気付き、言葉で表すなどして音楽を聴いたり、明るく響きの豊かな歌声で歌ったり、音色を合わせて演奏したりして、友だちと協力して積極的に学ぶ姿が多く見られる。
	
	・曲に合う表現を理解することが難しい児童や、表したい音楽表現をするために必要な基礎的な技能が十分身に付けられていない児童が見られる。
	
	・学習内容を視覚化するなどして分かりやすく伝え、活動の手本となる児童を価値付け、場面に応じた指導を繰り返し行う。

・必要に応じて個別に器楽の補充指導を行い、技能の伸長を図る。

	５年
	・音楽の構造と曲想の関わりに気付き、言葉で表すなどして音楽を聴いたり、明るく響きの豊かな歌声で歌ったり、音色を合わせて演奏したりして、友だちと協力して積極的に学ぶ姿が多く見られる。
	
	・視唱・視奏をすること、曲に合う表現を理解することが難しい児童や、表したい音楽表現をするために必要な基礎的な技能が十分身に付けられていない児童が見られる。
	
	・学習内容を視覚化するなどして分かりやすく伝え、活動の手本となる児童を価値付け、場面に応じた指導を繰り返し行う。

・必要に応じて個別に器楽の補充指導を行い、技能の伸長を図る。

	６年
	・音楽の構造と曲想の関わりに気付き、言葉で表すなどして音楽を聴いたり、明るく響きの豊かな歌声で歌ったり、音色を合わせて演奏したりして、友だちと協力して積極的に学ぶ姿が多く見られる。
	
	・視唱・視奏をすること、曲に合う表現を理解することが難しい児童や、表したい音楽表現をするために必要な基礎的な技能が十分身に付けられていない児童が見られる。
	
	・学習内容を視覚化するなどして分かりやすく伝え、活動の手本となる児童を価値付け、場面に応じた指導を繰り返し行う。

・必要に応じて個別に器楽の補充指導を行い、技能の伸長を図る。


（７）図画工作科

	図画工作科の重点

表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を育成する。

・対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに、材料や用具を使い、表し方を工夫して、創造的につくったり表したりすることができるようにする。

・造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に発想や構想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

・つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い豊かな情操を培う。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	１年
	・描いたりつくったりすることに興味を持ち、意欲的に活動に取り組んでいる。

・表現方法に自信が持てず、一人で活動することが難しい児童が見られる。
	
	・手や体全体の感覚を働かせて材料や用具を使って表現する力が十分でない。

・表したいこと、表し方について考え、楽しく発想したり構想したりすることが十分でない。
	
	・用具の正しい使い方を定着させ、安全に活動ができるように指導する。

・様々な材料に触れ、造形的な視点について自分の感覚や行為を通して気づくことができるようにする。

・個別に声かけをしよい表現が認められた場合価値付けをして自信が持てるようにする。

	２年
	・クレヨンや絵の具をつかった作品作りや、造形あそびに意欲的に取り組む児童が多い。

・道具の使い方など技能的な面で個人差がある。


	
	・一人では自信をもって活動に取り組むことができない児童もいる。

・道具を使った経験に差があり、適切な使い方の定着には差がある。
	
	・造形活動中に児童の活動や作品のよさを認める声かけをし、のびのびと表現できるようにする。

・繰り返し道具を使う中で、クレヨンや絵の具、カッターなどの用具や道具の使い方の指導を丁寧に行う。

	３年
	・身近にある材料の面白さを感じ、表現することを楽しみながら活動に取り組んでいる。

・表したいこと、表し方への発想を持つことや、最後まで粘り強く作品を仕上げることの難しい児童が見られる。
	
	・学習のルールを守り、用具を安全に正しく扱う方法の習得が十分でない。

・身近にある作品から自分の見方、感じ方を広げることが難しい児童が見られる。
	
	・用具の安全な使用法の指導を丁寧に行う。

・鑑賞活動の際、自分の作品だけでなく、友だちの作品の良さを味わい伝え合うことができるように指導する。

	４年
	・意欲的に造形活動に取り組む児童が多い。

・様々な用具に興味を持ち、自分のイメージを表現しようと試行錯誤することができる。
	
	・前学年までの材料や用具についての知識や身近な材料や用具を適切に扱うことが十分でない。

・新しい形や色などを思いつきながら、どのように活動するかについて考えられるようにしたい。
	
	・既習事項を生かした活動の導入を行う。

・児童が主体的に造形的な活動に向かえるように題材や、材料を工夫し指導する。

	５年
	・初めて扱う用具や技法に対して興味を持って意欲的に活動に取り組むことができる。

・友達の活動の良いところを認め合うことができる。
	
	・鑑賞する活動を通して自他の作品の良さ、表し方の違いに気づきながら自分の見方・感じ方を深められるようにしたい。

・材料などの特徴をとらえ、様々な表し方を工夫できるようにしたい。
	
	・ワークシートを用いた鑑賞活動を行い、自他の作品の良さを具体的に言語で表現できるように指導する。

・児童の活動を見取り、肯定的な声かけをし、発想を広げられるようにし、技能的なつまずきを支援する。

	６年
	・危険が伴う用具の扱い方が身についている。

・自分でテーマを見つける活動に苦手意識を持っている児童が見られる。

・見通しを持って計画的に作品を作り上げることが難しい児童が見られる。
	
	・自分のイメージに合わせ、試行錯誤しながら、使う用具や材料を工夫することが十分でない。

・自分のイメージを表現するために、様々な材料や用具での表現方法を試し、それを基に構想できるようにしたい。
	
	・６年間の既習事項を生かし、表現方法を児童自身が決めることができる場の設定を行う。

・児童が表現方法に合うように適切な材料や用具を選び、効果や可能性を確かめることができるように支援する。


（８）家庭科

	家庭科の重点

家庭科の重点

・実生活と関連を図った問題解決的な学習を効果的に取り入れ、資質・能力を相互に関連させて題材を構成する。

・題材など内容や時間のまとまりを見通して、主体的・対話的で深い学びの視点から授業を改善する。

・「生活の営みに係る見方・考え方」の視点から、家庭生活を見直し、工夫することが大切であることに気付かせ、各内容の役割や働きについて学習する項目につなげる。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	５年
	・家庭科の学習に対する興味・関心が高く、実習など意欲的に取り組む児童が多い。

・裁縫などの技能を要する学習　

では、不器用な児童が多い。
	
	・調理の技能に関する学習を授業で行えない。

・裁縫などの技能を要する学習では、作業の正確さや丁寧さ、作業時間に大きな差がある。
	
	・授業で取り組んだことと家庭生活を結び付けるような学習活動の実施。

・調理や裁縫などの学習では、友達と教え合う時間や交流する時間を確保する。

	６年
	・家庭科の学習に対する興味・関心が高く、実習など意欲的に取り組む児童が多い。

・調理や裁縫などの技能を要する学習では、生活経験が豊かな児童が多く、友達と教え合うことができる。
	
	・調理や裁縫などの技能を要する学習では、作業の正確さや丁寧さ、作業時間に大きな差がある。
	
	・授業で取り組んだことと家庭生活を結び付けるような学習活動の実施。

・調理や裁縫などの学習では、友達と教え合う時間や交流する時間を十分確保する。


（９）体育科

	体育科の重点

・主体的・対話的で深い学び

　体育や保健についての課題を見付け、その解決のために見通しをもって取り組めるようにする。

・運動やスポーツの多様な楽しみ方を考える

　体力や技能の程度、性別や障害の有無等に関わらず、運動やスポーツの多様な楽しみ方を共有するができるよう、共生の視点を踏まえて考えることができるようにする。

・豊かなスポーツライフを育てる

　生涯にわたって心身の健康を保持増進できるよう体育と保健の関連を図った取り組みを行う。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	１年
	・体育の時間や休み時間など、元気に外遊びをする児童が多いが、体を動かすことが苦手な児童もいる。
	
	・運動経験に差があり、用具を操作する運動に対する苦手意識をもっている児童がいる。
	
	・苦手意識をもっている児童が活動楽しくできるような場の設定や学習カードを工夫する。

	２年
	・休み時間に進んで外遊びをする児童は多いが、体を動かすことに抵抗がある児童もいる。
	
	・運動経験に差があり、苦手意識へとつながっている。
	
	・運動が苦手な児童も抵抗がなく楽しめるような活動や場の設定の工夫をする。

・友達同士の動きを見合い、よい動きを見つけて生かせるようにする。

	３年
	・休み時間に外遊びに行く児童が多いが、体を動かすことに抵抗がある児童もいる。
	
	・友達と教え合い、楽しく運動する。
	
	・ルールや活動、場の工夫をし、体を動かすことが楽しいと感じられるようにする。

・友達と声をかけ合う場面を設定し、アドバイスや教え合いができるように、ポイントを明確にする。

	４年
	・運動を好む児童が多く、様々な運動に積極的に取り組んでいる。

・苦手な種目にも前向きに取り組む児童が多い。
	
	・個人の技能の差が大きい。
	
	・運動の特性や技能面の指導を充実し、ポイントを全体で確認して、友達や自分の技能を見合うことができるようにする。

	５年
	・休み時間になると多くの児童が校庭で運動に親しんでいるが、抵抗のある児童もいる。

・体育の授業では、進んで友達に声をかけ励まし合う児童が多いが、どのようなアドバイスをすればよいか分からない児童も多い。
	
	・動きのポイントを理解はしているが、自身と照らし合わせている児童が少ない。
	
	・運動の特性や技能面の指導を充実し、ポイントを全体で確認して、アドバイスや教え合いができるようにする。

・ICT機器を活用して、自身の動きを観られるようにする。



	６年
	・休み時間になると多くの児童が校庭で運動に親しんでいるが抵抗のある児童もいる。

・体育の授業では、進んで友達に声をかけ励まし合う児童が多く、的確なアドバイスをすることができる児童が多い。
	
	・動きのポイントを理解している児童は多いが、それを体現できる児童は多くはない。


	
	・成功体験を味あわせ、運動の楽しさや挑戦することの意欲を上げる。


（10）外国語活動・外国語

	外国語活動・外国語の重点（上：外国語活動、下：外国語科）

【知識・技能】

・日本語と外国語の音声の違いなどに気付く。表現に慣れ親しむ。

・実際にコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける。読むこと・書くことに慣れ親しむ。

【思考・判断・表現】

・身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちなどを伝え合う。

・児童が外国語によるコミュニケーションを行う目的・場面・状況に応じて思考する。

【主体的に取り組む態度】

・外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を用いてコミュニケ－　　ションを図る。

・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を用いてコミュニケ－ションを図る。


【小学校】

	現状分析（成果と課題）
	
	授業改善プラン

	分析内容
	
	指導上の課題
	
	改善案

	３年
	・外国語の学習に意欲的にとり組んでいる。

・友達同士で外国語を使ったコミュニケーションを図ることに恥ずかしさや難しさを感じている児童がいる。
	
	・表情やジェスチャーを工夫してやり取りすることに慣れていない児童が多い。

・外国語ならではのリズムに難しさを感じている児童がいる。
	
	・身近で簡単な事柄についての外国語を使ったり、自分の考えや気持ちを動作を用いて伝える活動を繰り返し行う。

・ALTの話や映像教材での学習を通して、外国の文化や言語に触れる機会を増やす。

	４年
	・外国語を使ったゲームや英語の歌を楽しみながら活動している。

・友達同士で外国語を使ったやり取りをすることに慣れていない児童がいる。
	
	・英単語を十分に知らないため、外国語を使って積極的にコミュニケ－ションを図ろうとする児童が少ない。

・日常の学校生活の中で、様々な国の文化や言語に触れる機会が少ない。
	
	・身近で簡単な事柄についての英単語をたくさん練習したり、表現したりする場を設け、外国語でのコミュニケ－ションに慣れさせる。

・ALTの話や映像教材での学習を通して、外国の文化や言語を知る機会をもつ。

	５年
	・外国語を使ったゲームには意欲的に取り組む児童が多い。

・友達同士で外国語を使ったやり取りをすることに慣れていない児童がいる。
	
	・英単語の発音が分からないため、コミュニケーションを円滑に行うことができない。
	
	・英語の発音に慣れ親しむことができるような場を設定し、繰り返し指導する。

	６年
	・実際のコミュニケーションにおいてモデルを示した上では抵抗なく、楽しみながら取り組んでいる。
	
	・身近で簡単な事柄について、英単語を十分に知らないため、外国語を使って主体的に自分の考えや気持ちなどを伝えようとする児童は少ない。
	
	・身近で簡単な事柄についての英単語をたくさん練習したり、表現したりする機会を多く設け、外国語でのコミュニケ－ションに慣れさせる。


ＡＬＴの活用の工夫


・３～６年生の外国語の授業でのアクティビティを通して、ネイティブの発音を学ぶ。


・ＡＬＴとの交流を通して，外国の文化に触れる。





学力向上に向けた任期付短時間勤務教員の活用


・学年を４分割して授業を行うことで、より細かな指導を行う。


・放課後学習教室，夏季休業中の補習教室を実施し，基礎的・基本的な学力の定着を図る。





授業改善の視点





学校の教育目標　　　◎考える子　　　○思いやる子　　　○やりぬく子





令和２年度の指導の重点


＜各教科＞　　　　　　　　　　　　　　＜総合的な学習の時間＞


基礎的・基本的な内容の定着を図る。


児童相互による学び合いや言語活動を


充実させ思考力・表現力を高める。　　　＜生活指導＞


＜特別の教科　道徳＞


親切，思いやりの精神を基盤にすえる。


重点　全学年：親切，思いやり　　　　　


＜特別活動＞


望ましい人間関係の形成のためにＩＣＴ


などを活用して多様な集団による教育活　＜進路指導＞


動を実施する。


多様な集団　兄弟学年での活動





令和２年度学校経営方針


○社会科生活科の基本的なルール、人権尊重の理念及び豊かな心を身に付けた子どもを育成する学校


○確かな学力の定着と向上を図り生涯にわたり、主体的に学び続ける子どもを育成する学校　


○生涯にわたって運動に親しむ意欲や能力の育成と健康・安全に関する知識を身に付けた子どもを育成する学校





本校の捉える「確かな学力」


児童が自ら課題を見つけ追究し、知識と知恵を身に付け解決する力





自然とのかかわり、人とのかかわりをテーマとした問題解決的・探求的な学習を推進する。





いじめ不登校に組織的に対応する。


学校のきまりを全職員で徹底する。


ＳＮＳ学校ルールを徹底する。


いじめ対策チームによる定期的な情報交換を行う。


コロナウイルスに関する子供の心身のケアを徹底する。





児童、一人ひとりの個性を大切にし、自尊感情を育てるキャリア教育の推進をする。


　全学年児童がキャリアパスポートを実施し、成果と課題を６年間積み重ねていく。





指導内容・指導方法の工夫





・診断テストや日々の学習の様子を分析し、指導にいかす。


・児童が身に付けた知識・技能を活用する能力を育成する。





教育課程編成上の工夫





・各教科の授業時数を確保し、基礎的・基本的な内容を確実に定着させる。


・ＩＣＴを活用し環境や人材をいかした体験的な活動を行う。





評価の工夫





・児童，保護者・教師相互による授業評価を採り入れ、より分かりやすく楽しい授業を創造する。


・評価をいかした授業づくりを行う。





家庭・地域との連携の工夫





・家庭学習の習慣を確立させる。


・あいさつ，返事の徹底（年間２回のあいさつカードの活用）をさせる。





校内研究・研修の工夫





・年３回の研究授業，初任者研修，自己申告等で教員同士が授業を見合える機会を確保する。





習熟度別少人数指導の充実に向けて


・単元ごとに児童一人一人の習熟の程度を的確に把握し、効果的な習熟度別の学習集団を編成する。


・学習に送れやつまずきのある児童の学習集団においては補充的な指導、さらに学習を進めていきたい児童の学習集団には発展的な指導を行う。








